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事   業   報   告 
（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日） 

１． 諸会議等 

名称 開催日 主たる議題 出席数 会場 

部会員会議 5月 14日 
平成３０年度事業報告及び収支報告の件 
２０１９年度事業計画及び収支予算の件 

６８ 華王殿 

正副部会長 

会議 
8月 23日 

部会事業及び予算の件 
絵はがきコンクールの件 
租税教室（出前教室）の件 
租税教室講師養成研修会受講の件 
本会共催事業の件 

５ 
市民活動 
センター 

正副部会長・ 

プロジェクト 

委員長会議 

5月 15日 松阪市教育委員長訪問 ３ 
松阪市 

教育委員会 

7月 22日 松阪税務署長訪問 ４ 松阪税務署 

1月 27日 
令和２年度夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」 
実施計画の件 

５ 
イワサ 
小児科 

2月 10日 
令和２年度夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」 
実施計画の件 

４ 
イワサ 
小児科 

2月 27日 
令和２年度夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」 
実施計画の件 

４ 
イワサ 
小児科 

役員会 

4月 10日 

任期満了に伴う役員改選（案）の件 
平成３０年度事業報告・収支報告の件 
２０１９年度事業計画・予算の件 
部会員会議開催の件 
今後の事業予定の件 

１８ 相生亭 

5月 16日 

夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」 
プロジェクト設立の件 
絵はがきコンクールプロジェクト設立の件 
バス研修旅行の件 

１８ 
イワサ 
小児科 

7月 2日 
夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」の件 
絵はがきコンクール作品募集の件 
バス研修旅行の件 

１８ 
市民活動 
センター 

9月 3日 

法人会全国大会「三重大会」の件 
夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」の反省 
絵はがきコンクール作品募集の件 
バス研修旅行の件 
年末署長講演会・懇談会の件 
租税教室（出前教室）の件 

１８ 
市民活動 
センター 

11月 5日 

絵はがきコンクールの件 
年末署長講演会・懇談会の件 
租税教室（出前教室）の件 
女性フォーラム「愛媛大会」の件 
今後の事業予定の件 
令和２年度公益事業計画の件 

１６ 
市民活動 
センター 

1月 21日 

租税教室（出前教室）の件 
歴史探訪の件 
令和２年度夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に‼」 
プロジェクト設立の件 
令和２年度部会事業（案）の件 
今後の事業予定の件 

１６ 
市民活動 
センター 

3月 24日 
令和２年度部会事業計画（案）予算（案）の件 
令和２年度租税教育事業（案）の件 
令和２年度部会員会議開催の件 

１５ 
松阪商工 
会議所 

プロジェクト 

委員会 

5月 27日 コミュニティ文化センター下見 １１ 
コミュニティ 
文化センター 

5月 27日 
～ 

7月 25日 
リハーサル１２回 １５ 

イワサ 
小児科 

7月 1日 コミュニティ文化センター抽選会 １ 
コミュニティ 

文化センター 
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7月 17日 コミュニティ文化センター打合せ １１ 
コミュニティ 

文化センター 

7日 22日 絵はがき展示作業 ６ 
イワサ 
小児科 

10月 8日 絵はがきコンクール応募作品選考会 ７ 事務局 

10月 29日 絵はがきコンクール（税金展）準備 ６ ムラキ 

11月 1日 絵はがきコンクール（税金展）準備 ７ ムラキ 

11月 11日 絵はがきコンクール（税金展）準備 ６ 
イワサ 
小児科 

租税教室 

実行委員会 

 １月 8日 打合せ ５ 
市民活動 
センター 

 1月 17日
～ 

2月 5日 
リハーサル３回 ５ 事務局 

 １月 21日 南小学校との打合せ ５ 南小学校 

総務・組織 

委員会 

5月 10日 部会員会議打合せ ３ 事務局 

8月 26日 年末懇談会打合せ ４ 事務局 

2月 10日 部会員会議 記念講演会の打合せ ４ らんぷ 

2月 20日 部会員会議 記念講演会 講師面談 ３ 
コメダ 
珈琲店 

税制・研修 

委員会 

6月 13日 バス研修旅行打合せ ４ 
イワサ 
小児科 

10月 25日 バス研修旅行準備 ４ 
市民活動 
センター 

11月 19日 税金クイズ打合せ ４ 
市民活動 
センター 

広報・厚生 

委員会 

4月 15日 「山ざくら 22号」編集及び打合せ ４ 事務局 

4月 18日 「山ざくら 22号」編集及び打合せ ４ 事務局 

6月 18日 本会広報誌「鈴の和 174号」打合せ ４ 事務局 

7月 2日 本会広報誌「鈴の和 174号」打合せ ４ 
市民活動 
センター 

7月 12日 本会広報誌「鈴の和 174号」校正 ２ 事務局 

10月 24日 「山ざくら 23号」打合せ ３ 事務局 

11月 12日 「歴史探訪」下見 ５ 高田本山 

12月 4日 本会広報誌「鈴の和 175号」校正 ２ 事務局 

1月 9日 「山ざくら 23号」編集及び打合せ ７ 事務局 

1月 21日 「山ざくら 23号」編集及び打合せ ７ 事務局 

3月 9日 「山ざくら 23号」編集及び打合せ ４ 事務局 

合同会議 

8月 9日 
総務…年末懇談会等の打合せ 

厚生…歴史探訪・山ざくら発行の打合せ 
１０ みゆき 

1月 10日 女性フォーラム「愛媛大会」打合せ ５ 
オールド 
コースト 

 

 

 

 



3 

 

２．諸事業等 

開催日 名    称 出席数 

4月 12日 

全国女性フォーラム「富山大会」 

『煌めく女性の輪 －富山から未来へ－』 

記念講演会「わが映画人生」 

講師：俳優・映画監督 奥田 瑛二  氏 

１５ 

5月 14日 山ざくら ２２号発行  

7月 26日 

夏休み親子租税教室「税ってなぁ～に！！」 
第１部：税金クイズ「こんな税しってますか～？」 
第２部：マスクプレイオペレッタ「つるの恩返し」 
対象者：松阪税務署管内の小学校児童 
開催場所：農業屋コミュニティ文化センター 

５０７ 
関係者 
４５ 

7月～9月 

税に関する絵はがきコンクール募集 
対象：松阪税務署管内の小学５・６年生児童 
テーマ：税に関する絵 

表彰・発表：税を考える週間 税金展（１１/９～１１/１０） 

８４６ 

8月 29日 「行ってみよう税！税探検隊」出発式  （青年部会主体） １ 

10月 3日 

全国大会「三重大会」 
第一部：記念講演「皇室と神宮」 

    講師：伊勢神宮 広報室広報課長 音羽 悟 氏 

第二部：令和元年度税制改正に関する提言 

物産展「THE・まつさか」出店 

１３ 

10月 4日 
租税教室講師養成研修会 
講師：津税務署 税務広報広聴官 

３ 

10月 27日 
第２３回歩け歩け大会 珍布峠ウォーキング（松阪市飯高町） 

 ロングコース：約 7.5キロ  ファミリーコース：約 4.5キロ 
２２３ 

10月 29日 
２１世紀のエネルギー関連施設見学 
～中部電力（株）長良川発電所と和紙とうだつのまち秋の美濃市～ 

２２ 

11月 11日 
税金展 
税に関する絵はがきコンクール表彰式 

６ 

11月 27日 
年末署長講演会 松阪税務署長 杉本 正弘 氏 
演 題：「税あれこれ」 

年末懇談会・税金クイズ表彰式 
３４ 

12月 12日 
税制改正要望活動 

松阪市長 竹上 真人氏・松阪市議会事務局 
１ 

2月 7日 
租税教室：南小学校６年生 
授業：税金の種類、使い道、流れ、税金クイズ 
ＤＶＤ鑑賞「マリンとヤマト不思議な日曜日」 

１５ 
関係者 ５ 
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令和２度 事業計画 

 

※第１１回 親子租税教室「税ってなぁ～に!!」実施時期未定 

開催年月 会   議 事   業   名 本会事業 

令和２年 

４月 

役員会 

（中止） 
 

理事会 

(書面表決） 

５月 
役員会 

（中止） 

部会員会議・記念講演会（５/２２）（中止） 

山ざくら２３号発行 

総会 

（５/２６） 

６月    

7月 役員会 第１０回 税に関する絵はがきコンクール募集  

８月    

９月 役員会  
夏期講演会 

理事会 

１０月  

バス研修旅行 

女性部会連絡協議会 情報交換会（鈴鹿）（10/21） 

第２４回歩け歩け大会（本会共催） 

第 24回 

歩け歩け 

大会 

１１月 役員会 

絵はがきコンクール表彰式・展示 

リクレーション大会 

第１３回女性フォーラム「愛媛大会」（11/25） 

税金クイズ発行 

税制改正要望（陳情）（本会共催） 

税金展 

１２月  
署長講演会・年末懇談会（本会共催） 

税金クイズ表彰式 

年末署長 

講演会 

理事会 

１月 役員会 署長との新春対談（本会共催）   

２月   理事会 

３月 役員会    
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委員会組織図 
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公益社団法人松阪法人会 部会運営規程 

 

（目 的） 

第 １ 条 この規程は、公益社団法人松阪法人会（以下「本会」という。）定款第４０条の規定に 

基づき、部会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（部会組織） 

第 ２ 条 本会に次の部会を設置する。 

   （１）青年部会 

   （２）女性部会 

   ２ 必要に応じ、理事会の承認を得て臨時の部会を置くことができる。 

（部会の権限） 

第 ３ 条 部会は、本会の事業計画に従って各部会の実状に応じた事業を自主的かつ積極的に推

進するものとする。 

（部会会計） 

第 ４ 条 部会の会計は、原則として本会の会計責任者が管理する。ただし、部会に移管された

ものについては、それぞれの責任者が管理できるものとする。 

   ２ 部会の収支については、遅滞なく本会会長に報告しなければならない。 

（部会員） 

第 ５ 条 部会員の資格等については、別に定める会則によるものとする。 

（部会役員） 

第 ６ 条 部会には、部会運営に必要な役員を置き、部会員の中から選任する。 

   ２ 部会役員のうち１名を部会長、若干名を副部会長とし、部会役員の互選により選任 

する。 

（顧問・相談役） 

第 ７ 条 部会に顧問・相談役を置くことができる。 

   ２ 顧問・相談役は、役員会の推薦により部会長が委嘱する。 

   ３ 顧問・相談役は、部会長の諮問に応じる。 

（部会役員の職務） 

第 ８ 条 部会長は、所属部会を代表する。 

   ２ 副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故ある時はその職務を代行する。 

（部会役員の任期等） 

第 ９ 条 部会役員の任期等については、本会役員の規定を準用する。 

（部会の会議） 

第１０条 部会の会議は、部会員会議及び役員会とし、必要に応じて部会長がこれを招集する。 

   ２ 部会員会議は部会員の全員をもって組織し、役員会は部会役員の全員をもって組織 

する。 

   ３ 部会員会議及び役員会の議長は、部会長をもってこれに充てる。 

   ４ 部会における会議の運営については、本会定款の規定を準用する。 

（本会への報告） 

第１１条 部会長は、会員会議及び役員会の審議事項のうち重要なものについて、遅滞なく本会

会長に報告するものとする。 

（改 廃） 

第１２条 この規程を改廃するときは、理事会の承認を得なければならない。 

 

附 則 

この規程は、公益認定を受け移行の登記をした日から施行する。 
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公益社団法人松阪法人会 女性部会会則 

 (名 称） 

第 １ 条 この会は、公益社団法人松阪法人会（以下「本会」という。）女性部会（以下 

「本部会」という。）と称する。 

（事務所） 

第 ２ 条 本部会は、事務所を本会事務局に置く。 

 (目 的） 

第 ３ 条 本部会は、本会部会運営規程第３条の規定に基づき、女性としての視点に立っ 

て本会の事業を積極的に推進するとともに、研修会及び親睦交流等を通じて資質 

 向上を図ることを目的とする。 

 (事 業） 

第 ４ 条 本部会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

   （１）本会の行う各種行事への参画及び推進 

   （２）税務及び経営に関する研修会、講演会及び懇談会の開催 

   （３）会員相互の啓発と親睦を図るための行事 

   （４）その他、本部会の目的達成に必要な事業 

 (部会員） 

第 ５ 条 本部会の部会員は、本会の会員企業に所属する役員または従業員で、本部会の 

目的及び事業に積極的に協力し、本部会の趣旨に賛同する者によって組織する。 

（役 員） 

第 ６ 条 本部会には次の役員を置く。 

   （１） 部会長 １名 副部会長 ６名以内 委員長 ６名以内 理事 若干名 

（２）役員の退任基準年齢は、満７５歳とする。 

退任基準年齢の判定日は、それぞれ改選が行われる年の３月３１日とする。 

任期中に退任基準年齢に達した場合は、その任期満了まで在任するものとする。 

 (負担金） 

第 ７ 条 本会の運営に必要な経費は、原則として、本会の定める予算によってまかなう 

ものとする。 

（１） 部会の運営に充てるため、毎年度５，０００円の負担金を支払わなければな 

らない。 

      ２ 部会長は、必要に応じて臨時の負担金を徴収できるものとする。 

（入 会） 

第 ８ 条  本部会に入会を希望する者は、別に定める「公益社団法人松阪法人会女性部会 

入会申込書」に所要事項を記載し、本会事務局に提出する。 

（退 会） 

第 ９ 条  本部会の退会を希望する者は、別に定める「公益社団法人松阪法人会女性部会 

退会届出書」に所要事項を記載し、本会事務局に提出する。 

 ただし、本会の会員資格を喪失した会員企業に所属する役員及びその従業員は、 

「公益社団法人女性部会退会届出書」を提出しなくても、本会事務局で退会の手 

続きをすることができる。 

（その他） 

第１０条 この会則に定めのない事項については、部会長がこれを決定する。（役員会の 

決議を経て取り扱うものとする。） 

（改 廃） 

第１１条 この会則を改廃するときは、役員会の承認を得なければならない。 

附  則 

この会則は、公益認定を受け移行の登記をした日から施行する。 

  ２ 平成２９年１月２５日から施工する。 
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